
































































鎌 果  び) 要
巳
日
 発育難卵漿尿腔内で培養したMyxoviru$(インフルエンザウイルス群)は旭7》ウイルスと
 異なりFluorocarbon法を用いて宿主抗揮を除去し得ないO著者は燐酸アルミゲル法を用い
 て短時間の操作でウィルス感染輝を低下せしむる事な(精製を行いうる方法をあ摩出したばかりで
 なく,吸着時の特異性.溶出時分特異性を条件づけた璽によりほぼ理論値に近い仙台ウィルスの
 精製標品を得た。更に宿主抗原κ対する螢光抗体を製作し,ウイルス精製の如何なる過程に於て
 Z等宿主抗原を除去し得るか簡易に証明する方法を見出した。今暖の利用f面侮は大きい。ただし
 今1麺)問題点として所謂精製ウィルスにどれほど微量の宿主抗原がく厚くれられているか証明奪
 手寺つものと思う。
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